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調査部会報告書（中間報告） 

 

 

令和７年１２月１０日付けＲ０７箕議第０００４１５号による箕面市議会議長からの調査依頼

に関し、調査事項の一部について令和８年第１回定例会から見直すべきと判断したため、調査部会

設置要領に基づき、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

１．調査事項 

市長からの要望に対する対応を含む市議会の運営について 

 

２．検討に当たって 

個々人のニーズやワークスタイルが多様化する昨今、働き方改革は、労働者の権利保護や幸福

度向上はもとより、多様で働きやすい環境づくりや長時間労働の是正が、必要な人材の獲得や維

持・定着など組織活動の成否に直結する重要な課題となっていることは、箕面市においても同様

である。 

また、こうした社会情勢として求められる変革に対して、率先した取り組みを示すことが行政

セクターに課された役割であり、箕面市で職場環境の改善やカスタマーハラスメント対策などに

重点的に取り組んでいることが議会への要望・検討事項の前提となっていることを議会としても

十分に認識する必要がある。 

一方で、二元代表制の一翼である議会は、行政の予算・業務執行を監視する役割を担う上で、

多様な民意を反映するための議論プロセスを有していることから、議会組織の権能が損なわれな

いことも重要である。 

従って、働き方改革の推進と議会組織の権能が両立される姿をめざし、デジタルトランスフォ

ーメーションをはじめとする取り組みによって、議会も社会情勢に応じた変革を進めていくこと

が必須であることを、本部会の検討における前提としている。 
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３．中間報告 

 

　　早期の実施を検討すべきとの結論至った事項 

 

　　１．一般質問における質問原稿の提出を原則データで行うことをルール化する 

　　     ・原稿データ送信にはLoGoフォーム（別紙）を活用するものとする 

 

　　２．本会議の出席者について、以下の対応を原則としてルール化する 

・行政委員会（監査委員、農業委員会、選挙管理委員会）の出席は答弁者となる場合に限る 

・会計管理者の出席は第３回定例会に限る 

・ボートレース事業局からの欠席の申し出は、レースの開催状況等を勘案して議長が判断する 

 

３．一般質問の質問原稿作成における略称使用の禁止および引用元の明示をルール化する 

・ただし、複数回にわたって正式名称を述べる必要がある場合には、最初に正式名称を述べ、 

以下略称を明示することは可とする 

　　　　 ・引用元の明示の対象は、参考文献や新聞記事等に加え、データや数字の引用も含む 

 

 

 

【参考】調査部会の開催状況 

 

 

 

 日程 会議等 内容

 令和７年１２月２３日 調査部会（互選） 正副座長選出、スケジュール確認

 令和８年　１月２９日 調査部会 調査事項（市長からの要望に対する対応を

含む市議会の運営について）

 ２月１０日 調査部会 調査事項のうち調査事項のうち令和８年

第１回定例会に向けて検討する事項


